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るため鑑別が必要となる．提案支援法は，体位変換試験の一種である Head-up tilt 試験に伴う
血管粘弾特性と指尖容積脈波の変化を特徴量として抽出し，確率ニューラルネットにより自律神
経機能の正常／異常を識別することで，両疾患の鑑別を可能とする．実験では，パーキンソン病






スを Numerical rating scale（NRS）に基づく主観的疼痛度に変換することで，ヒトの疼痛度を
客観的かつ定量評価可能なシステムを提案する．実験では，刺激電流振幅を段階的に変化する電
気刺激を行った際の疼痛度を，提案システムを用いて計測し，ヒトが知覚する疼痛度を客観的に
評価可能であることを示す． 
 第５章では，本論文の要約と今後の研究課題について述べる． 
